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ｊ
奮
臓
三
十
日
海
防
か
ら
河
内
に
入
り
、
爾
来
河
内
滞
在
二
十
日
、
梅
原
先
生
は
講
演

や
宴
會
茶
話
會
等
に
非
常
に
。
お
忙
し
く
、
小
生
は
殆
ん
ど
毎
日
遠
東
學
院
に
通
ぴ
、
同

院
の
ゴ
ル
ペ
フ
氏
そ
の
他
開
係
佛
人
安
南
人
の
好
意
に
よ
り
同
院
の
兄
た
い
書
物
を
自

由
に
閲
筧
い
た
し
ま
し
た
？

　
　

。

　

恂
こ
の
筒
休
日
を
利
し
て
河
個
の
フ
ィ
ノ
ー
博
物
館
や
文
廟
そ
の
他
を
見
學
し
ｔ
し

た
が
、
中
で
も
河
内
北
方
北
寧
に
支
那
の
古
墳
を
訪
ね
、
或
ひ
は
安
南
國
境
地
方
に
胡

朝
心
城
址
（
胡
朝
の
祷
址
に
つ
い
て
は
「
考
古
一
雑
誌
」
三
二
巷
二
狭
山
本
氏
論
文
參
自
）
を
見

學
し
た
り
、
清
化
博
物
質
や
ド
ン
ソ
ン
の
漢
代
の
古
墳
を
訪
ね
た
こ
と
社
非
常
に
有
ざ

な
思
ひ
出
で
あ
り
唾
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

’
十
九
日
、
梅
原
先
生
が
河
内
の
慄
定
を
・
終
っ
て
西
貢
に
行
か
れ
Ｋ
？
こ
と
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
小
生
』
同
行
さ
せ
｀
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
二
十
、
二
十
［
両
日
は
順
化
に
滞

在
、
安
南
の
王
宮
、
啓
定
博
物
館
、
王
宝
文
庫
を
見
學
、
ま
た
南
郊
の
嗣
徳
明
命
雨
帝

陵
を
佛
人
の
案
内
で
見
學
し
ま
し
た
。
二
十
二
日
は
ツ
ー
フ
ン
に
至
り
、
パ
ル
マ
ン
チ

ェ
博
物
館
を
見
學
し
ま
し
た
。
小
さ
い
乍
ら
も
よ
く
チ
ャ
ム
肪
術
の
梓
を
一
場
に
集
め

た
も
の
と
感
心
し
ま
し
た
。
二
十
三
日
は
雨
を
む
か
し
て
會
安
に
至
り
日
本
橋
を
観

察
、
御
朱
印
船
時
代
の
日
本
人
狸
展
の
あ
と
を
偲
び
ま
し
た
。
併
し
こ
の
逡
は
今
は
華

僑
と
安
市
人
の
混
血
種
、
所
謂
明
郷
が
ぶ
い
由
で
、
明
郷
赴
な
る
も
の
の
建
て
た
寺
院

　

新
た
に
麓
兄
さ
れ
た

　
　
　

。

　
　

玄
奘
三
蔵
の
謐
骨

　

両
遊
記
の
ご
主
人
公
で
有
名
な
玄
奘

　

三
蔵
の
盈
骨
が
、
南
京
で
わ
が
勇
士
に

　

発
見
さ
れ
國
民
政
府
に
引
波
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
薔
薇
南
京
中
華
門
外
の
報
恩

　

寺
跡
に
稲
荷
御
託
を
建
立
中
の
わ
が
高

　

森
部
隊
の
兵
除
さ
ん
が
い
同
寺
の
唐
代

　

古
仇
と
。
一
統
に
襲
見
し
忙
も
の
で
、
種

　

々
誦
査
の
結
果
本
物
に
’
間
違
ひ
な
し
と

　

わ
か
っ
た
の
で
、
二
十
三
日
朝
十
時
牛

　

変
籤
現
場
で
大
使
館
を
通
じ
高
森
部
隊

　

長
W
≫
Ｊ
植
民
誼
外
交
部
長
と
の
間
に
移
管

　

式
を
行
っ
た
。

　
　

こ
れ
は
二
月
二
十
四
日
付
の
大
毎
夕

刊
に
の
っ
た
同
盟
迦
信
記
事
で
あ
る
が

同
白
付
の
現
地
新
聞
「
南
か
大
陸
」
に

は
次
の
や
う
な
詳
報
が
の
せ
ら
れ
て
ゐ

た
。

　
　

鳩
摩
羅
什
と
と
も
に
東
洋
繋
縛
文
明

’
を
開
化
し
た
玄
奘
三
蔵
の
辿
骨
が
、
東

　

革
解
放
の
聖
願
逍
成
を
目
ざ
し
て
參
戦

　

し
忙
中
國
の
首
都
南
京
に
お
い
て
は
ヽ
か

－４
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似

の
如
き
が
附
近
に
あ
り
ま
す
。

　

二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
迄
西
貢
に
滞
在
、
博
物
館
及
び
目
下
開
催
中
の
佛
印
大
博

覧
呻
を
見
學
し
、
そ
の
中
の
歴
史
館
や
遠
東
學
院
館
を
特
に
興
味
深
く
見
て
来
ま
し

た
。
四
十
年
の
學
院
の
業
績
、
佛
印
に
於
け
る
考
古
學
、
民
族
、
土
俗
方
面
の
資
料
を

出
品
し
、
素
人
に
も
よ
く
分
る
様
、
要
領
よ
く
陳
列
さ
れ
て
あ
り
、
佛
人
の
勘
０
よ
さ

に
感
心
し
ま
し
た
。
恂
こ
の
間
二
回
に
亙
り
小
生
は
シ
。
ロ
ン
を
見
學
、
製
米
所
や
各

種
工
場
内
も
覗
察
し
ま
し
た
。
華
僑
の
経
料
方
面
に
於
け
る
支
配
力
の
大
尨
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。
併
し
現
在
は
日
本
出
先
官
憲
が
指
導
に
常
り
、
殆
ん
ど
完
企
に
日
本

に
協
力
し
て
ゐ
ろ
様
子
で
あ
り
ま
す
。

　
　

’

　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　

三
十
日
よ
り
去
る
六
日
迄
ア
ン
Ｊ
Ｉ
夕
族
行
を
行
ひ
、
こ
の
間
プ
ノ
ン
ペ
と
に
諭
途

二
泊
、
王
Ｗ
や
博
診
貨
を
見
學
し
ま
し
た
。
見
の
博
物
館
は
敷
は
多
い
が
玉
石
混
淆
で

雑
然
と
し
て
居
り
、
ツ
ー
ラ
ン
の
チ
ャ
ム
博
物
館
に
は
除
程
劣
つ
て
ゐ
名
様
に
感
じ
ま

し
た
・
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
ア
ン
Ｊ
Ｉ
ル
迄
五
百
六
十
粁
も
あ
り
、
普
通
な
ら
こ
日
ば
か
り

で
郵
便
、
ハ
ス
に
挨
ら
れ
て
苦
し
い
旅
を
す
る
の
で
す
が
、
佛
印
側
の
好
忽
に
よ
り
我
々

の
篤
め
に
車
を
出
し
て
く
れ
、
僅
に
八
時
間
で
到
着
し
ま
し
た
。
同
地
滞
在
四
日
間
、
、

ユ
ン
セ
ル
バ
タ
。
Ｉ
ル
の
グ
レ
ー
ズ
氏
、
パ
ル
＾
ン
チ
エ
、
笏
の
懇
切
な
案
内
に
よ
り
附

近
の
有
名
な
る
遺
蹟
は
す
べ
て
見
學
し
、
殊
に
小
さ
い
乍
ら
も
ア
ン
’
Ｉ
ル
ワ
″
ト
よ

り
は
湿
い
か
に
優
れ
た
彫
刻
を
有
す
る
バ
″
タ
イ
サ
ム
レ
ー
ヘ
案
内
さ
れ
た
こ
と
は
我
々

０
幸
幅
で
あ
り
ま
す
。
賓
際
こ
ゝ
は
國
境
地
帯
で
も
あ
り
、
相
富
０
距
離
が
あ
る
の
で

ら
ず
も
登
見
さ
れ
て
よ
り
二
ヶ
月
倅
、

そ
の
間
に
鴛
Ｂ
を
僥
っ
て
日
華
の
考
古

學
者
、
搬
史
學
者
の
間
に
活
溌
な
論
H
I
V
'

が
く
ｈ
こ
退
さ
れ
た
が
、
文
鴎
と
市
責
に

よ
っ
て
玄
奘
の
遺
骨
で
あ
る
こ
と
か
確

認
さ
れ
、
い
ま
逍
骨
登
見
よ
り
確
認
ま

で
・
い
総
過
を
述
べ
れ
ば
次
の
通
ｈ
’
で
あ

　

ぎ
京
中
華
門
外
の
〇
〇
部
隊
は
明
朝

時
代
の
大
報
恩
寺
で
、
そ
の
前
身
は
三

國
六
朝
時
代
か
ら
次
代
ま
で
の
長
干
寺

で
あ
り
、
宋
代
は
天
禧
寺
と
秘
さ
れ
て

ゐ
七
。
寺
の
東
院
に
は
三
蔵
殿
が
あ
り
、

そ
の
う
し
ろ
に
三
蔵
塔
が
あ
っ
包
。
包

ま
た
ま
○
○
部
隊
で
、
こ
の
寺
址
の
西

南
方
に
あ
た
る
小
丘
に
紳
此
建
立
の
尤

め
地
均
ら
し
を
し
た
と
こ
ろ
、
久
し
く

浬
没
し
た
宋
代
の
三
蔵
塔
の
跡
を
襲
見

そ
こ
か
ら
五
十
糎
平
方
、
高
さ
三
十
糎

の
石
両
一
つ
を
良
相
し
北
。
石
函
の
一

面
に
は
宋
代
の
字
膿
で

　

大
唐
三
蔵
大
編
受
法
師
玄
奘
頂
骨
、

　

早
囚
黄
巣
登
塔
、
今
長
干
演
化
大
師

　

可
砂
、
於
長
安
傅
得
、
於
此
葬
之

　

天
聖
丁
卯
二
月
五
日
阿
縁
弟
子
膏
文

　

遇
徳
文
慶
弟
子
丁
洪
審
弟
子
劉
文
逞

　

弟
子
張
鴬

　

。

と
刻
ん
で
あ
り
。
他
の
Ｉ
面
に
ぱ
明
代

の
字
普
で

　
　
　
　
　

ゝ

　

玄
奘
法
師
頂
骨
、
初
在
人
禧
寺
之
東
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片
概
の
族
行
者
の
見
逃
し
て
ゐ
る
所
で
あ
雁
ま
す
。
併
し
何
よ
昨
。
も
。
こ
I
＾
で
雁
心
さ
せ

ら
れ
た
ｏ
は
、
自
然
の
威
力
、
。
驚
ぐ
ば
か
り
０
旺
盛
な
る
生
長
力
を
有
す
る
熱
帯
僻
に

對
抗
し
、
地
中
に
埋
も
れ
た
遺
跡
を
掘
り
出
し
、
再
建
七
修
理
し
、
ま
た
こ
の
保
存
に

努
力
し
て
ゐ
る
現
場
を
見
學
し
、
こ
、
の
熱
帯
０
暑
さ
に
め
げ
す
僅
か
の
人
力
を
卒
ゐ
て
．

　
　

ｊ
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文
化
遺
蹟
の
保
持
と
研
究
に
努
め
て
ゐ
る
グ
レ
ー
ズ
、
パ
ル
マ
ン
チ
エ
氏
等
佛
人
學
者
―

の
偉
さ
で
あ
り
ま
’
す
。

　

御
蔭
を
以
て
六
日
小
生
等
西
貢
に
錨
着
、
今
八
。
日
小
生
の
み
梅
原
先
生
と
別
れ
河
内
・

へ
錨
り
ま
す
。
同
地
に
暫
く
滞
在
、
遠
東
學
院
、
圖
書
館
等
で
資
料
を
蒐
集
の
後
仰
國

」
た
。
い
と
思
っ
て
盾
ま
す
。

　

佛
印
側
の
日
佛
印
文
化
協
力
に
開
す
Ｓ
理
解
と
熱
念
は
、
小
生
の
弁
・
聴
し
た
五
回
に

亙
る
梅
原
先
生
の
講
演
の
盛
會
さ
や
、
特
に
我
々
に
對
す
石
碑
印
側
官
憲
學
者
達
の
好

意
に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
、
少
く
も
文
化
面
に
於
ｙ
て
日
脚
印
協
力
の
可
能
な
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
し
恂
佛
印
に
至
っ
て
彊
く
感
じ
た
事
は
、
以
前
東
亜
の
中
で
も
最
も

在
留
邦
人
の
少
か
っ
た
こ
の
地
方
に
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
主
な
所
は
日
本
人
を
見
受
け

る
こ
と
で
あ
り
、
。
我
が
國
力
の
無
限
に
浸
透
し
っ
ゝ
あ
る
偉
大
さ
に
胸
を
打
た
れ
、
日

本
人
た
・
る
の
誇
り
を
怪
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　

二
月
八
日

　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　

サ
イ
ゴ
ン
に
て

　
　

こ
れ
は
蓋
臓
初
旬
、
第
二
回
日
佛
印
交
換
教
授
と
し
て
佛
印
に
渡
ら
れ
た
梅
原
博
士
に
隨
行
し

　
　

て
、
目
下
同
尨
滞
在
中
の
藤
原
君
よ
り
田
村
賞
造
氏
宛
に
逡
ら
れ
た
も
の
‘
で
あ
る
。

　
　

尚
、
大
明
洪
武
十
九
年
受
菩
薩
戒
弟

　
　

子
黄
祠
燈
蒼
有
漢
於
寺
之
南
両
三
塔

　
　

之
上
・
是
歳
丙
寅
冬
十
月
傅
数
比
丘

　
　

守
仁
謹
拙
弗

　

と
刻
ん
で
あ
っ
た
。
画
の
中
に
は
玄
奘

　

法
師
の
頂
骨
を
入
れ
た
薄
い
銅
楕
が
あ

　

ｈ
’
、
箱
は
腐
爛
し
て
ゐ
る
が
、
な
ほ

゛
「
唐
≒
三
蔵
≒
師
」
等
の
文
字
を
見
出

　

す
こ
と
が
出
末
、
そ
の
字
豊
は
宋
蛙
に
。

　

類
似
し
て
ゐ
る
。

　
　

こ
ｓ
外
、
会
場
の
箱
が
一
つ
あ
っ
て
、

’
中
に
銀
霜
が
一
つ
あ
り
、
。
そ
の
銀
箱
の

　

差
に
「
大
元
至
順
i
i
r
年
v
Ｈ
申
四
月
十
六

　

日
天
嬉
寺
住
持
弘
敦
大
師
演
吉
祚
麗
」

　

と
刻
ん
で
あ
っ
た
。
眼
箱
の
中
に
は
、

　

金
製
の
佛
像
と
念
珠
、
小
玉
器
、
交
器

　

の
各
祭
典
用
の
品
物
及
び
唐
宋
元
明
四

　

朝
の
古
銭
等
が
あ
っ
た
。

　
　

゛
そ
し
て
こ
の
斐
掘
物
は
文
物
保
倅
委
・

　

貝
會
谷
田
研
究
貝
に
よ
っ
て
確
。
む
唐
代

　

の
玄
奘
法
師
の
遺
骨
で
あ
る
こ
と
が
吸

　

瞭
と
な
っ
仁
。
こ
れ
は
末
代
の
景
定
碓

　

康
志
巻
四
十
六
に

　
　

端
洪
元
年
僣
可
政
往
終
南
山
、
得
唐

　
　

三
蔵
大
編
畳
ｆ
奘
法
師
頂
骨
ヽ
認
建

　
　

塔
婦
痙
於
寺

　

と
記
載
し
て
ゐ
る
こ
と
と
合
致
す
る
■
a
i

　

の
で
あ
り
、
ま
た
研
究
部
幹
事
顧
天
。
錫

　

氏
も
こ
の
研
究
の
正
確
で
あ
る
こ
と
を

　

立
鐙
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

ゞ
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